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2019.11.26から
蔵書検索システム
のURLを変更しま
した。

★10月の展示７を担当するのは、「古川高等学校と古川黎明中学・高等学校」です！お楽しみに～！

自分が好きな本、誰かにオススメしたい本、
最近読んだ本など、みんなの推し本を募集し
ています！集まった本はほんだな(中高生版)
や図書館内で紹介したいと思ってます！

中学・
高校版

ロボはヒーロー！人間を超えるほどの賢さ、
卓越した統率力、恋人に一途なトコロ。
子どものころから、ずっと好き。

『オオカミ王ロボ』アーネスト・T.シートン/文・絵
今泉吉晴/訳・解説 童心社/出版

肉食動物の食事は命がけ。食べる方も
食べられる方も、生死がかかってるから
必死だよ！生きるって大変だ。
『リアルな肉食動物図鑑』
小宮輝之/監修 ワニブックス/出版

丸い体につぶらな瞳、小さなクチバ
シに花の上にとまれるほどの軽さ。
小鳥って本当にかわいい！

『世界のかわいい小鳥』上田恵介/監修
パイインターナショナル/出版

動物が好きだ！かわいいのも、かっこいいのも好きだ。
疲れ切って、文章を読みたくない、動画も無理、ってときに
私は写真集を眺めることがあります。かわいさに癒されて、
かっこよさにエネルギーをもらいます。
また、動物たちの生きざまを知ることも好きです。生きる
知恵と力に敬う気持ちがとまらない！ 熱量高めでスミマセン…

背表紙のシールが目印

10月27日から読書週間が始まります！期間は11月9日

までとなります。

気になっていた本や全く読んだことのない分野の本

など…この機会に図書館で新しい本と出会ってみま
せんか？

背表紙のシールが目印

旅会話のシールが貼ってあり、旅コーナーに置いてあるこ

ちらの資料ですが、なんと英会話の勉強に使えるかもしれま

せん。インデックスで場面ごとに使える英語が分けてあり、

ネイティブの発音に近い音でふりがながふってあります。し

かも、日常生活で使うような表現や文化の違いまで載ってい

るので、この本をがっつり読み込めば英語力が上がる！かも

しれません。

大崎市図書館では国内・海外旅行に関することや、レ

ジャー関係の本が置いてある旅のコーナーがあります。今回、

紹介した旅会話について、英語以外の様々な言語の本もあり

ますので、一度のぞいてみてください。

『旅の指さし会話帳 9』
榎本年弥/著 情報センター出版局/出版

(801.78ﾀﾋﾞ)

『旅の指さし会話帳 10』
八十浜玲子/著 情報センター出版局/出版

（801.78ﾀﾋﾞ）

『さみしい夜にはペンを持て』

『10代から知っておきたいあなたを丸めこむ「ずるい言葉」』

『中学校の授業でネット中傷を考えた』

『BOOKMARK 2』

『胸キュンの教科書』

『王女の遺言 1-4』

『乙女のソーイングBOOK the Best』

『Dr.マシリト最強漫画術』

『遠くの人と手をつなぐ』

『虫めづる美術家たち』

『今日の私を彩るメイク』

『あしたの幸福』

『ペピーク・ストジェハの大冒険』

『恐竜がもっと好きになる化石の話』

『商業科高校』

『ファンタジー配色アイデア事典』

『ホモサピのいきもの調査報告書』

『ハロウィーンの料理帳』

『14歳から考えたいナチ・ドイツ』

『アリとダンテ、宇宙の秘密を発見する』

読書週間とは？
終戦まもない1947(昭和22)年、まだ戦火の傷痕が至るところ

に残っているなかで「読書の力によって、平和な文化国家
を作ろう」という決意のもと、出版社・取次会社・書店と公
共図書館、そして新聞・放送のマスコミ機関も加わって、11月
17日から第1回『読書週間』が開催されました。そのときの反
響はすばらしく、翌年の第2回からは期間も10月27日から11月9
日(文化の日を中心にした2週間)と定められ、この運動が全国
に拡がっていきました。

(※公益社団法人読書推進運動協議会HPの解説より)
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